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3章　各部の名称と働き
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3章　各部の名称と働き
●内部構造と穀物の流れについて

穀物の流れ

②昇降機下部ベルト

④送風機ベルト ×2 本

搬送モータ 
上部・下部コンベア、昇降機を起動させます。 

③搬送モータベルト 

上部コンベア 
昇降機で搬送された穀物を奥に送り、
貯留槽に落とします。 

①昇降機上部ベルト

昇降機バケット 
下部コンベアで昇降機に
送られた穀物をすくい上げ、
下から上に運びます。 

駆動チェーン 

繰出しロールから落ちた穀物を昇降機に送ります。 
下部コンベア 

駆動チェーンを回転させて繰出しロールを回します。 
繰出しモータ 

繰出しロール 
乾燥部内の穀物を回転して
定量を下部コンベアに落と
します。



第 4 章
据付け
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4章　据付け

排風ダクトは、まっすぐに張ってください。
また、先端から1m以内に障害物を置かない
でください。

風量が低下し、バーナにカーボンが付着しや
すくなり、火災の原因になります。

万一、ガスが漏れて製品の周囲に溜まると、
引火して火災の原因になります。

バーナの失火あるいは火災の原因になります。

可燃性ガスを使用している機器を、製品の据
付けてある作業所には設置しないでください。

灯油用燃料タンクを据付ける場合には次の項目を守ってください。
①	給油時の油面の高さが、本機据付け面から1～ 2.5mの範囲内にある燃料タンクを据付けて
ください。

②	燃料タンクと定レベル装置の間に付属のストレーナを設置してください。
②	同一の燃料タンクから2台以上の乾燥機に、燃料を供給する場合には鉄管で配管してください。
尚、鉄管の配管はお買い上げの販売店あるいは弊社営業所ににお問い合わせください。

水平な場所で機体重量に耐えられる場所に据付けてください。

●据付け上の注意事項

危険

ストレーナ

燃料タンク

2.5m以内
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4章　据付け

据付け後、元電源の契約電力の確認および屋
内の配線の点検を、必ず、電気工事店にお願
いしてください。

移設するときには、お買い上げの販売店ある
いは弊社営業所にご相談ください。

据付けに不備があると、感電・火災の原因に
なります。

電気回路容量不足や施工不備があると、感電・
火災の原因になります。

付属のアース線を必ず取り付けてください。
アース線はガス管・水道管・避雷針・電話のアース線に接続しないでください。

アース線を取り付けないと感電の原因になります。

警告
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4章　据付け

排塵ダクトは、ねじったり、曲げたり、先端を
絞ったりしないでまっすぐに張ってください。

作業所に中2階があるときには、搬送モータ
周辺の駆動部に手が触れないように防護措置
を施してください。

搬送モータ周辺の駆動部に手・足が触れてケ
ガの原因になります。

ゴミ・ホコリの抜けが悪くなったり、排塵機
モータが焼損する原因になります。

注意



第 5 章
操作説明

（コーンを乾燥する場合はコーン専用のオプション品が必要になります。）
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5章　操作説明

 

●運転の種類と動作

運転の種類には、“自動運転”および“タイマー運転”の2つがあり、各運転における動作は
次のようになります。

〇自動運転とは

①	穀物種類、穀物の水分値に応じて定期的に水分測定をおこない、停止水分以下の水分値
になると自動的にバーナを消火し、本機を停止します。

②乾燥中の熱風（バーナ出力）を自動制御し、穀物温度の上昇をおさえ、胴割れを防止します。

1. 自動運転 

①  （張込）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働し、穀物を投入することがで
きます。

（2）最大張込量に達すると満量ランプが点灯しブザーが鳴ります。
（3）1分後に自動停止（裏モードで変更可）します。

②  （通風）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰り出しロール、排塵機が稼働し、穀物の
通風循環が開始されます。

（2）�検出器ロールが回転し、水分測定をおこないます。水分測定は、穀物の種類に応じ
て決められた間隔（p.54 参照）で自動的におこなわれます。

（3）設定した停止水分値以下の水分値を連続２回検出すると本機が停止します。

③  （乾燥）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰り出しロール、排塵機が稼働します。また、
バーナが着火します。

（2）�検出器ロールが回転し、水分測定をおこないます。水分測定は、穀物の種類に応じ
て決められた間隔（p.58 参照）で自動的に水分測定がおこなわれます。

（3）�設定した停止水分値以下の水分値を連続２回検出するとバーナが消火し、5分間の
冷却運転をします。

	 ※冷却時間は1時間・2時間・連続の選択が裏モードでできます。
	 お買い上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

④  （排出）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰り出しロール、排出シャッタ、排塵機が
稼働します。

契約電力によっては張込・排出時に送風機を停止することもできますので、お買い
上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

（コーンを乾燥する場合はコーン専用のオプション品が必要になります。）
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5章　操作説明

2. タイマー運転 

①  （張込）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、排塵機が稼働し、穀物を投入することがで
きます。

（2）設定した稼働時間が経過すると、本機が停止します。

②  （通風）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰出しロール、排塵機が稼働し、穀物の通風
循環が開始されます。

（2）設定した稼働時間が経過すると、本機が停止します。

③  （乾燥）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰り出しロール、排塵機が稼働します。
また、バーナが着火します。

（2）�設定した稼働時間の残時間が5分になるとバーナが消火し、約5分後に本機が停止
します。

	 また、冷却時間は1時間・2時間・連続の選択ができます。

④  （排出）ボタンを押す。

（1）�昇降機、上部・下部コンベア、送風機、繰り出しロール、排出シャッタ、排塵機が稼
働します。

（2）設定した稼働時間が経過すると本機が停止します。

〇タイマー運転とは

	 設定した稼働時間が経過すると本機が停止します。また、乾燥時にはバーナ消火後、本
機が停止します。

タイマー運転時は、自動的に水分計が作動しません。水分を確認する場合には、 

 ボタンを押してください。

 契約電力によっては張込・排出時に送風機を停止することもできますので、お買い
上げの販売店あるいは弊社営業所にお問い合わせください。
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5章　操作説明

　

　　

切

入

リセット

ブザー停止

マイルド

 乾燥

表示切替

張込

乾燥

通風

排出
穀物温度

残時間
タイマー運転

水分値
熱風温度

自動運転

8888

8888

切換

条件設定

もみ
小麦

ビール麦 テスト

確認

穀  物
  量

タ イ マ ー乾 燥 速 度停 止 水 分

穀物量

小

大

乾燥不足

乾燥終了

満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト

ビ
ー

ル
麦

小麦

もみ

0

0

0

乾
き

す

ぎ

水分
 測定

停止

アンペアブレーカ

制御盤

電源スイッチ

①

②

電源プラグ

③

　

　　

切

入

リセット

ブザー停止

マイルド

 乾燥

表示切替

張込

乾燥

通風

排出
穀物温度

残時間
タイマー運転

水分値
熱風温度

自動運転

8888

8888

切換

条件設定

もみ
小麦

ビール麦 テスト

確認

穀  物
  量

タ イ マ ー乾 燥 速 度停 止 水 分

穀物量

小

大

乾燥不足

乾燥終了

満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト

ビ
ー

ル
麦

小麦

もみ

0

0

0

乾
き

す

ぎ

水分
 測定

停止

②

アンペアブレーカ

電源スイッチ
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制御盤

電源プラグ

①

●電源の入れ方

●電源の切り方

電源を入れてから制御装置の自己診断が終了すると、本機を始動することができます。

▶電源を入れると、操作パネルのランプ点灯表示が次のように変わります。

①	電源プラグを制御盤に差し込んでくださ
い。

②	アンペアブレーカを“ON”または“入”
にしてください。

③	制御盤の電源スイッチを押して、“入”の
状態にしてください。

①	制御盤の電源スイッチを押して、“切”の
状態にしてください。

②	アンペアブレーカを“OFF”または“切”
にしてください。
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5章　操作説明
●本機の停止とバーナの消火
「本機を停止する」あるいは「バーナを消火する」には、次の運転操作をおこなってください。

※本機を停止した時の、操作パネルの状態を以下に示します。

◇ 張込み中に停止

◇ 通風循環中に停止

本機を停止する場合は、  （停止）ボタンを押します。

本機停止までの時間は、出荷時・5分間に設定してあります。
裏モードにより冷却時間を 0 .05（5分）、1 . 00（1時間）、2 .00（2時間）、ALL（連続）
と選択することができます。

◇ 乾燥中に停止

バーナが消火し、約5分後に本機が自動停止します。また、バーナ消火後すぐに本機を停止
する場合には、再び  （停止）ボタンを押してください。
ただし、送風機は5分間稼働し続けます。
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乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

テスト
ビー

ル
麦

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

18 .2 8888

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

テスト
ビー

ル
麦

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

18 .2

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

0 .05 8888

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

5分後
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5章　操作説明

籾詰まり防止のため、本機停止後約30秒間空運転してから自動停止になります。

◇ 排出中に停止

◇ 非常停止

非常停止以外に電源スイッチで本機の停止、あるいは、バーナの消火を行わないでくだ
さい。籾詰まりやバーナ構成部品の損傷につながることがあります。

　

　　

切

入

リセット

ブザー停止

マイルド

 乾燥

表示切替

張込

乾燥

通風

排出
穀物温度

残時間
タイマー運転

水分値
熱風温度

自動運転

8888

8888

切換

条件設定

もみ
小麦

ビール麦 テスト

確認

穀  物
  量

タ イ マ ー乾 燥 速 度停 止 水 分

穀物量

小

大

乾燥不足

乾燥終了

満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト

ビ
ー

ル
麦

小麦

もみ

0

0

0

乾
き

す

ぎ

水分
 測定

停止

制御盤の電源スイッチを押して、“切”の状態にしてください。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

30 8888

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

テスト
ビー

ル
麦

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

----

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止
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5章　操作説明
●乾燥条件について
操作パネル上のダイヤルあるいは、ボタン操作によって設定可能範囲内で変更することができ
ます。

乾燥条件の変更のしかた

■ 穀物量
①	 （張込）・ （通風）、あるいは （乾燥）ボタンを押してください。
②	�穀物量ダイヤルを回して、表示部に表示されている値を、希望の穀物量にあわせてく
ださい。

■ 停止水分
①	 （通風）、あるいは （乾燥）ボタンを押してください。

②	 切換（切替）ボタンで「停止水分」にあわせ、 （確認）ボタンを押してください。

③	 ・ ボタンで希望の水分値にあわせ、 （確認）ボタンを押してください。 

乾燥条件 設定可能範囲 変化幅
穀物量 10～100 1石ずつ変化します。
停止水分 11.0 ～ 23.0 0.1％ずつ変化します。
タイマー 1～24.00 1分ずつ変化します。

穀物量ダイヤルを回すと、自動的に「穀物量」ランプが点灯し、条件設定画面に穀
物量が表示されます。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

---- 30

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

92 15.5

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

92 15.5

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止
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5章　操作説明

■ タイマー
①	各運転ボタンを押して起動します。

②	 切換（切替）ボタンを押して、「タイマー」にあわせ、 （確認）ボタンを押してください。

③	 ・  ボタンで希望の稼働時間にあわせ、再度 （確認）ボタンを押してください。
④	�希望の運転ボタンを押してください。自動的に「残時間」、「タイマー運転」ランプが
点灯し、表示部に稼働時間が表示されます。

⑤	�稼働時間が1カウント（1分）ずつカウントダウンし、E .E . E . E . の表示で本機が停止し
ます。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

---- 2.10

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥終了

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

---- 2.10

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止
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5章　操作説明
●乾燥機能と付属機能

乾燥機能には“マイルド乾燥”があります。
また、付属機能として “乾燥速度の設定” と “温度調整” と “水分微調整” の 3つがあり、各
運転における動作は次のようになります。

■乾燥機能
1. マイルド乾燥 

もち米や胴割れしやすい品種および水分ムラの多い穀物を乾燥する場合に有効となります。
また、早刈り麦を乾燥する、あるいは発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる上で
有効となります。 

□ マイルド乾燥の制御
設定してある乾燥速度リミットの約30～50%減の乾燥速度で穀物が乾燥されます。

□ マイルド乾燥の設定のしかた

 （マイルド乾燥）ボタンを押す。ランプが点灯すれば設定完了です。

□ マイルド乾燥の解除のしかた

（マイルド乾燥）ボタンを押す。ランプが消灯すれば解除となります。

穀物種類 測定水分値 設定風温リミット

小麦・コーン
30.0％ 以上 上限50℃

20.0 ～ 29.9％ 以上 上限55℃
20.0％ 未満 上限60℃

籾（テスト）
ビール麦

20.1％ 以上 上限40℃
20.1％ 未満 上限45℃

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888 8888

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

（コーンを乾燥する場合はコーン専用のオプション品が必要になります。）
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5章　操作説明

■付属機能（コーンを乾燥する場合はコーン専用のオプション品が必要になります。）
1. 乾燥速度
設定した乾燥速度を超えないように、バーナの燃焼制御をおこないます。
乾燥速度は、穀物の性状にあわせて選択することができます。

穀物種類 動作モード 乾燥速度 基準温度比 副表示

籾
（テスト）

自動

定温 －5 ℃ － .－
0.8％／時 ±0 ℃ 0.8
0.7％／時 －2 ℃ 0.7
0.6％／時 －5 ℃ 0.6
0.5％／時 －7 ℃ 0.5
0.4％／時 －10 ℃ 0.4

タイマー 定温固定 ±0 ℃ － .－
小麦・コーン 自動／タイマー 定温固定 ±5 ℃ － .－
ビール麦 自動／タイマー 定温固定 ±0 ℃ － .－

以下のような場合は、乾燥速度を低く設定してから乾燥をおこなってください。
・胴割れしやすい品種および水分ムラの多い穀物を乾燥する場合
・早刈り麦を乾燥する場合
・発芽率の低下防止や水分ムラの緩和をはかる場合

最大張込時の乾燥能力と、最低張込時の乾燥能力は違います。

【例】	 SEL700型	 張込量50石の場合 … 0.4 ～ 0.6％／時
	 （籾乾燥時）	 張込量20石の場合 … 0.6 ～ 0.8％／時

もち米等の胴割れしやすい品種は、“マイルド乾燥”を選択してください。

□ 乾燥速度の設定のしかた

①	 �切換  （切替）ボタンを押し、乾燥速度に合わせ、  

 （確認）ボタンを押します。

②	 � ・  ボタンで希望の値に合わせ、  （確

認）ボタンを押します。 リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888 0.6

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止



49

5章　操作説明

基準熱風温度（温度補正 0 ℃の場合）
外気温度

穀物量 5 ℃ 10 ℃ 15 ℃ 20 ℃ 25 ℃ 30 ℃ 35 ℃

26 29 31 34 37 40 43 48
30 30 32 35 38 41 45 49
35 32 34 37 39 43 46 50
40 33 36 38 41 44 47 51
45 35 38 40 43 46 49 53
50 37 39 42 44 47 50 54
55 39 41 43 46 49 52 55
60 41 43 45 47 50 53 57
65 43 44 46 49 52 55 58
70 44 46 48 50 53 56 59
75 46 48 50 52 54 57 61
80 48 49 51 53 56 59 62
85 50 51 53 55 57 60 64
90 51 53 54 56 58 62 66
95 53 54 55 56 57 60 63
100 55 56 57 59 61 64 69

2. 温度調整
□ 乾燥速度の設定のしかた
お買い上げの販売店、あるいは弊社営業所にお問い合わせください。

3. 水分微調整
水分微調整機能によって、水分測定値の差を［－0.5％ ～ ＋ 0.5％］ の範囲内で修正
することができます。

□ 水分微調整の使い方

①	 切換（切替） ボタンを押し、ランプ表示のない状態にします。

②	 �0.0 が表示されている状態で、 ・  ボタンで希望の値に合わせ、  （確認）
ボタンを押します。

1）	出荷時は “0” に合わせてあります。

2）	�水分微調整を変更すると、連動して表示水分値が
変わります。

乾燥機での水分測定値と実水分値の差を水分値補正ダイヤルで修正しきれない時に、
水分微調整で修正します。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888 0.0

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止



50

5章　操作説明
●シーズン前に
乾燥機を使用する時期が近づきましたら、次のことをおこなってください。

１. 点検・整備一覧表（p.72 参照）にもとづき、点検・整備をおこなってください。
２. 燃料タンクに燃料を注油してください。
３. 燃料ホースのエアー抜きをおこない、定レベル装置に接続してください。

エアー抜きのしかた
① 燃料ホースを、燃料タンクの油面より低い位置にし、
送油バルブを完全に開いてください。

② 燃料ホースから灯油が吐出するのを確かめてから、定
レベル装置に装着してください。

③ 低レベル装置のリセットレバーを押してください。

燃料ホースのエアー抜きをおこなうときには、あらかじめ受皿とウエ
ス等を準備してください。
また、エアー抜き時にこぼれた燃料（灯油）は、必ず拭き取ってください。
燃料（灯油）がこぼれたままの場合、火災の原因となります。

警告

送油バルブ 

油面の高さ 

リセットレバー

リセット
レバー

定レベル装置

穀物を投入せずに運転する場合には、水分補正値ダイヤルを回して必ず「テスト」にあ
わせてください。「テスト」にあわせず運転した場合には、表示部に次のように表示さ
れます。
●循環時………… -LLL
●乾燥時………… -LLL（水分値ランプ点灯）

リセットレバーを押さないと、灯油が定レベル装
置に入りませんので、バーナが点火しません。
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5章　操作説明

コーンを乾燥する場合は、コーン用水分計検出器に取り替えてください。

●始動の前に

乾燥時は、始動に先立ち、次のことをおこなってください。

１. 燃料タンクには、燃料が十分に入っているか確かめてください。
２. 燃料タンク下の送油バルブが完全に開いているか確かめてください。
３. 燃料タンク・燃料ホース・送油バルブから燃料洩れがないか確かめてください。
４. 乾燥機をしばらく使わなかった場合は、ストレーナのエア抜きをしてください。
５. 制御盤の電源を入れ、次の操作をおこなってください。

①	水分補正値ダイヤルを下図の位置に合わせてください。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888 2.10

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

●	籾を乾燥する場合
もみ・0	にセット

乾燥不足

テスト
ビー

ル
麦小
麦

もみ

00

0

乾
きす

ぎ
乾燥乾燥乾 不燥不燥 足不足不

テステステ ト
ビービービ

ル
麦
ル
麦
ル

小
麦
小
麦
小 00

乾
き
乾
き
乾

すきすき

ぎすぎす

●	コーンを乾燥する場合
もみ・0	にセット
※コーン用検出器に交換す
ると、自動で「もみレンジ」
が「コーンレンジ」共通
になります。

乾燥不足

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きす

ぎ
乾燥乾燥乾 不燥不燥 足不足不

テステステ ト
ビービービ

ル
麦
ル
麦
ル

小
麦
小
麦
小 00

乾
き
乾
き
乾

すきすき

ぎすぎす

●	ビール麦を乾燥する場合
ビール麦・0	にセット

乾燥不足

テスト
ビー

ル
麦小
麦

もみ

00

0

乾
きす

ぎ
乾燥乾燥乾 不燥不燥 足不足不

テステステ ト

小
麦
小
麦
小

もみ

0

0

乾
き
乾
き
乾

すきすき

ぎすぎす

●	小麦を乾燥する場合
小麦・0	にセット

乾燥不足

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きす

ぎ
乾燥乾燥乾 不燥不燥 足不足不

テステステ ト
ビービービ

ル
麦
ル
麦
ル

もみ

0

0

乾
き
乾
き
乾

すきすき

ぎすぎす

エアホース③

電磁弁④
DINコード①

検出器モータコード②

コーン用水分計検出器

コーン用水分検出器への交換
DIN コード①と検出器モータコード②を検出器に
差し込み、電磁弁④から出ているコードを検出器
モータから出ているもう一方のコードとつないで
ください。
電磁弁④に、エアホース③をつないでください。

（コーンを乾燥する場合はコーン専用のオプション品が必要になります。）
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5章　操作説明

端子
変更前 変更後

白
赤黒

緑

白
黒赤

緑

回転方向の確認のしかた
（張込）ボタンを押し、昇降機点検窓から回転方向を確認してください。

バケットが上方向に回転していれば正常です。

回転方向が反対の場合には、必ず電源を切り、片側の電源プラグ内の配線を変えてくだ
さい。電源プラグ端子に締付けてある赤線と黒線を入れ替え、端子を締付けてください。

電源プラグ内の配線を変更する場合には、必ず元電源から電源プ
ラグを抜いてください。感電の原因になります。危険

② 昇降機の回転方向を確認してください。
電源コードを新規にした場合や、元電源に数個のコンセントがある場合には、穀物を投
入する前に昇降機の回転方向を必ず確認してください。
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5章　操作説明
●穀物の乾燥（自動運転）
■ 穀物を張り込む

※コーンを張り込むときはコーン用水分検出器に交換
してください。（p.51 参照）

1. 上部コンベア残米処理レバーを“通常乾燥”側に操
作し、ノブネジで締め付けてください。

2.  （張込）ボタンを押してください。
3. 張込ホッパのシャッタレバーを引き上げ、穀物を投
入してください。

※最大張込量に達すると“満量”ランプが点灯し、ブザー
が鳴ります。1 分後に自動停止します。

4. 張込終了後は、必ずシャッタを閉じてください。

■残米処理

■通常乾燥

上部コンベア
残米処理レバー

ノブネジ

“満量”ランプが点灯し、ブザーが鳴ったときには、
穀物の投入を中止してください。穀物の投入を続
けると、詰まりの原因になります。

穀物にワラくずなどが多く混入していると、穀物の流動性が悪く、乾燥ムラや変質の原
因となりますので、乾燥機に投入する前に再選別するなどして取り除いてください。

穀物は刈取り後、直ちに乾燥機に投入し、乾燥する量を全て投入するまでバーナに点火
しないで通風循環してください。

張込 通風

穀物温度

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888

乾燥不足

満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

張込 通風

穀物温度

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

8888

乾燥不足

満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

張込ホッパ

シャッタレバーシャッタレバー
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5章　操作説明

1. （通風）ボタンを押してください。
自動的に水分測定をおこない、約95秒後に現在の水分値を表示します。
その後、水分測定は穀物の種類と水分値に応じて決められた測定間隔（下図参照）で自
動的におこない、約95秒後に現在の水分値を表示します。

※コーンの水分測定は（下図参照）で自動的におこない、10分後に表示します。

■ 穀物を通風循環する

※コーンを通風循環するときは、コーン用水分計検出器に交換してください。

●	通風循環状態で、穀物の張込はおこなわないでください。穀物の張込すぎによって、
詰まりの原因になります。

●	高水分時（25％以上）の通風循環は、2時間～12時間の間でおこなってください。
12時間以上通風循環すると、損傷が出ることがあります。

穀物が高水分の場合、長時間に渡り通風循環し続けると変色する恐れがあります。

1）水分値の表示は、次回の水分測定時まで変わりません。

現在の水分値を確認したい場合には、 （水分測定）ボタンを押してく
ださい。（p.56 参照）

2）�運転中、繰出しロールは間欠運転となりますが、水分測定中は連続運転とな
ります。

水分測定間隔
〇 籾の場合

停止水分 + X％ 測定時間
+1.1％以上 1 時間毎
+1.0％以下 10 分毎

〇 小麦・ビール麦の場合
停止水分 + X％ 測定時間

+13.0％以上 4 時間毎
+7.0 ～ 12.9％ 2 時間毎
+1.1 ～ 6.9％ 1 時間毎
+1.0％以下 10 分毎

〇 コーンの場合
停止水分 + X％ 測定時間

+7.0％以上 2 時間毎
+1.1 ～ 6.9％ 1 時間毎
+1.0％以下 20 分毎

約95秒後

マイルド
 乾燥

張込 乾燥通風

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

30 .0

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

マイルド
 乾燥

張込 乾燥通風

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

24 .2

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定
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5章　操作説明

2. 穀物量ダイヤルを回し、張り込んだ穀物量にあわせてください。
自動的に「穀物量」ランプが点灯し、条件設定画面に穀物量が表示されます。

毎年、初回の乾燥時には必ず停止水分を希望の値よりも1％高い値に合わせて運転をお
こなってください。
穀物の性状によっては、過乾燥ぎみになる場合があります。

3.条件設定にある 切換（切替）ボタンを、「停止水分」が点灯するまで数回押し、 （確認）
ボタンを押します。

・  ボタンで希望の水分値に合わせ、 （確認）ボタンを押してください。

15 .5
切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

15 .0
切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

15 .5
切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

15 .0
切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

35
穀量窓穀物量表示マーク

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

乾燥 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

24 .2 8888

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥終了 停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

24 .2 35

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足
乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

①	�貯留槽前面の穀量窓から穀物の量を確認
し、穀量窓横の穀物量表示マークの値を
確認してください。

②	�穀物量ダイヤルを回し、条件設定画面に、
①で確認した値をあわせてください。

穀物量のあわせかた

停止水分を15.5％にあわせるには…
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5章　操作説明

① 表示切替（表示切替）ボタンを「水分値」が
点灯するまで数回押してください。

※この時表示される値は、前回測定時の
水分値です。

② （水分測定）ボタンを押してください。
表示部に 95  （95秒）が表示され、カウントダウン終了後に現在の水分値が表示さ
れます。
※�コーンの場合は表示部に 10 .00（10分）が表示され、測定に10分間かかります。

通風循環中、 （水分測定）ボタンによる水分測定は、何度でも可能です。

4. 現在の水分値は、次の操作手順で確認することができます。

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

23.0 30
条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥終了

水分
 測定

停止

切換

※コーンの場合

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

22.8 30

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

リセット
ブザー停止

マイルド
 乾燥

表示切替

張込 乾燥通風 排出

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

95 30

切換

条件設定

もみ 小麦 ビール麦 テスト

確認

穀  物  量

タ イ マ ー
乾 燥 速 度
停 止 水 分

穀物量

小 大

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

停止

マイルド
 乾燥

張込 乾燥通風

穀物温度 残時間

タイマー運転

水分値 熱風温度

自動運転

10.00

乾燥不足

乾燥終了満量

CONTROLLER Dry Robot

水分値補正

テスト
ビー

ル
麦小

麦

もみ

00

0

乾
きすぎ

水分
 測定

約95秒後 10分後


